












































































opinionは文字通 り ｢人々､大衆の意見 ･考え｣という意味になるO ドイツ語の ｢世論｣は
6ffentlich Meinungであるが､これも個々には 6ffentlichは open;public､ Meinungは


















物 ･書物を安価かつ多量に普及させ､一部の為政者 ･聖職者 ･学者だけに限られていた知識
を一般大衆に開放し､政治 ･経済 ･社会 ･思想の重要な諸問題に関する ｢世論｣の形成を加
速する上での重要なファクターとなった｡かくして封建体制の崩壊に臨んで､自由と知識と
によって得られた､自らが社会の主権者であり､その意見が社会を支えるという市民的自覚
のもとに､抑圧された ｢民の声｣は民意の表現としての ｢世論｣へ と形成されていったので
ある｡
西欧先進国において初めて ｢世論｣(-opinionpublique)という言葉を使用したのは､ルソ








































日本においては ｢世論｣は比較的最近に至るまで ｢輿論｣であった｡輿論の ｢輿｣は音読













































か｡本来は ｢輿論｣は ｢ヨロン｣､｢世論｣は ｢セロン｣と読まれるべきはずのものであった｡
前章に述べたごとく戦前の古い辞典においては､ほとんどが ｢ヨロン｣は ｢輿論｣を採録し
ている｡｢世論｣が ｢輿論｣と並んで記載されるようになったのは､主として戦後になってか
らのことといってよい｡その後しばらくの間 ｢輿論｣と ｢世論｣(時に ｢与論｣)か辞書に併
記され､一般にも併用される期間が続 くのだが､やがては ｢世論｣が ｢輿論｣に代わって主
流を占めることとなった｡その最大の理由は ｢輿論｣の ｢輿｣が当用漢字として採用されな
かったという事実によっている｡当初 ｢輿論｣の代用として ｢民諭｣､｢公論｣等の便周も考
えられたが走着せず､結果としては耳慣れた ｢輿論｣という言葉に従って ｢世論｣を ｢ヨロ
ン｣と読む傾向が一般化し､今日に至ったものと考えられる｡
り JlL三∠ゝ 三田 ~太 /7ヽ 士コ.I/rE

















































憤存氏の言葉を借 りれば ｢大衆は信 じうるか｣という表現に集約される､｢世論｣の担い手と
しての大衆そのものの在 り方に関わる問題である｡18世紀封建社会崩壊の過程で ｢群衆｣か









































































いるのである｡｢世論｣の抑圧 も容認されえないが､また ｢匿名の権威 としての世論｣を万事
において錦の御旗 として､それを絶対視する今 日的風潮 も問い直す必要があるもの と思われ
るO要は市民一人一人が確固として個の言葉 ･意思を持 ち､同時にまた常に自らの意見が間
違っているか もしれないとい う自省の念 を手放 さないことであろう｡結局の ところ ｢世論｣
の問題は､その担い手である市民個人個人の良識 ･自覚 ･理性の問題へ と還元される｡かって
















(10) G.タル ド 『世論と群衆』(刀汀書院,1928年).
(ll) 福[引亙存 ｢大衆は信じうるか｣,『福出低存評論集- 7』(新潮社 1967年),pp.179-184.






















































































りo輿論の中には二IiイTAの雑然たるを見るo(植村止久 - ‖吊台～人止時代の宗教家 :r日'･論家)
(471 輿論の風潮Ll垂卜で -鵬のlJrt1-自若右脇T LJLifの時務を料甥するは､′ト政治家の!,さす,7,F7Li･
リ｡(同上)
(43) 一人唱えてJj人和すo輿論の声は､要するに､t`!;同の声なりO(徳富蘇峰)
(44) 輿論は′新二私刑であり､私刑はまた常に娯楽である｡たといピストルを用いる代わりに新聞の
記事を用いたとしても｡(芥川龍之介)
(45) 世論には形がなく､黄任がないOその時の流行によって変わるOしばしば作られもするoいっ
た/i,ブームがはじまるとたれもかれもが便乗するから､とどめかなくなる.(竹山道雄)
(46) 輿論というものはいつも野心家や煽動家によって悪用される危険を持っている｡(川中美知太
郎)
(47) われわれはなお少数者の識見と勇気に社会の安全と輿論の発達とを委託しなければならないO
(同上)
(48) 世論とは新聞やテレビではないO世論とは選挙である｡(田中角栄)
